
みんなでかいけつしたい問い

わかること・できること くふうして学ぼうとすること考えること・表すこと

【これまでの学びでこの単元に生かせること】

【この単元を通したふり返り】

単
たん

元名〔  〕全（　）時間ラーニング・マウンテン
―学びのプランを立てよう―

３下『モチモチの木』

【第3 ステージ（　　）時間】
〈こんな学習をしてこんな力を！〉

【第1ステージ（　　）時間】
〈こんな学習をしてこんな力を！〉

【第2 ステージ（　　）時間】
〈こんな学習をしてこんな力を！〉

物語のおもしろさを感想文に書いて豆太に伝えよう

登場人物のせいかくや気持ちの変化に気をつけて読み、
物語のおもしろさを感想文に書こう。

㋐　様子や行動、気持ちやせいかくを表す言葉を知る。（⑴オ） ㋑　場面のうつりかわりとむすびつけて、登場人物の気持ちをそ
うぞうする。（C⑴エ）

㋒　自分が考える物語のおもしろさをはっきりさせて感想を書く。
（C⑴オ）

⑨はじめの感想と読み深めた後の感想をくらべて、自分の考え
の変
へん
化について書く。

⑩書いた文章を読み合い、学習をふり返る。

物語の感想をつたえ合う活動を通して、場面の様子や人物の気持ちをそうぞうして読む。

①『モチモチの木』を読み、はじめの感想を書く。はじめの感想
をもとに学習かだいを立てる。
②物語のおもしろさについて感想文に書くためにひつようなこ
とを考え、学習の見通しをもつ。

２

６

２

③④⑤会話や行動、様子などに気をつけて読み、五つの場面に
豆太のせいかくを表す見出しをつける。
⑥どうして豆太はモチモチの木に灯

ひ
がついているのを見ること

ができたのか考える。
⑦豆太はかわったのかを考え、物語のおもしろさについて友だ
ちと話し合う。
⑧物語のおもしろさをはっきりさせて、豆太にあてた感想文を書く。

㋓　『モチモチの木』をくり返し読み、物語のおもしろさがわかる
感想になるように何度も書き直しながら、豆太についての自
分の考えをまとめようとする。

・・登場人物の気持ちの変化やせいかくをそうぞうするとき、どのようなこ
とに気をつけましたか。

・・感想文を書くとき、どのようなことに気をつけましたか。
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小学校３年『モチモチの木』授業のポイント
単元名 　物語のおもしろさを感想文に書いて豆太に伝えよう

　本教材は、登場人物である豆太
の言動がわかりやすく描かれた物
語です。豆太は、ふだんはおく
びょうですが、真夜中に病気のじ
さまを助けるためにふもとの村ま
で医者様を呼びに走ります。怖さ
に耐え、じさまのことだけを思っ
て走る豆太は、ついにモチモチの
木に灯がともるのを見ることがで
きます。

１　単元で身につけたい資質・能力
　本単元では、登場人物の気持ちの変化や性格、情景について、場面の移り変わりと結びつけて具体
的に想像しながら読む力をつけます。
　児童は、『モチモチの木』を読み、登場人物の性格や気持ちの変化について考え、物語のおもしろさ
について理由を明確にした感想を書いていきます。感想を書くには、中心人物である豆太の性格や気
持ちを捉え、豆太がどのように変わったのか、情景はどのように描かれているのかを読んでいく必要
があります。また、登場人物について自分はどう思うか、自分の経験と重なるところはあるかなど、自
分と比べながら読んでいくことができるようにします。

２　評価規準

評価の観点 評　価　規　準

知識・技能 ・・様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量を増やし、語彙を豊かにしている。
…⑴オ

思考・判断・表現 ◎「読むこと」において、登場人物の気持ちの変化や性格、情景について、場
面の移り変わりと結びつけて具体的に想像している。…Ｃ⑴エ
・・「読むこと」において、文章を読んで理解したことに基づいて、感想や考え
をもっている。…Ｃ⑴オ

主体的に学習に
取り組む態度

・・粘り強く登場人物の性格について場面の移り変わりと結びつけて具体的に想
像し、自らの学習を調整しながら、物語のおもしろさについて書こうとして
いる。

本単元における子どもたちのゴールイメージ

　本単元では、『モチモチの木』を読み、登場人物の性格や気持ちの変化について考え、物語のおもし
ろさについて理由を明確にした感想を書いていきます。
　第２ステージ③④⑤の段階において、各場面に豆太の性格を表す見出し（場面１「おくびょう豆太」な
ど）をつけ、第２ステージ⑥⑦の段階で、豆太がモチモチの木に灯がついているのを見ることができた
理由と物語のおもしろさについて考えます。そして、第２ステージ⑧において、物語のおもしろさをはっ
きりさせて感想を書きます。
　第３ステージでは、初めの感想と読み深めた後の感想を比べて、自分の考えの変化について書きます。
言語活動として設定した感想文を通して、目標の実現状況を評価します。

　物語のおもしろさをはっきりさせた400字程度の豆太に宛てた感想文の例

さらに、自分の読みの深まりを400字程度でまとめる文章にも挑戦！！
ワンポイント

本資料は、文部科学省による「教科書採択の公正確保について」に基づき、一般社団法人教科書協会が定めた「教科書発行者行動規範」にのっとり、配布を許可されているものです。
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解説 　これまでに学習した「豆
太の性格」、「豆太になりきって
考えた、医者様を呼びに夜道を
走る豆太の気持ち」、「どうして
モチモチの木に灯がともるのを
見ることができたのかに対する
自分の考え」、「自分が考える物
語のおもしろさ」などをまとめて
います。これまでのワークシート
やノートを見直し、学習を生か
して記述できるようにします。

解説 　第一、二段落に最初の感想と読
後の感想を比べて思ったこと、第三段
落には読み方、第四段落には物語のお
もしろさに関する自分の考え、第五段
落にまとめという構成で書いています。
これまでの学習で学んだ読み方や読者
としての豆太への見方の変化などを振
り返りながら書いています。学びの集
大成として、単元全体を振り返りなが
ら自分の読みの深まりを意識できてい
ます。 ラーニング・マ

ウンテンについ
てはこちらから



みんなでかいけつしたい問い

わかること・できること くふうして学ぼうとすること考えること・表すこと

【これまでの学びでこの単元に生かせること】

【この単元を通したふり返り】

単
たん

元名〔  〕全（　　）時間ラーニング・マウンテン
―学びのプランを立てよう―

３下『モチモチの木』

【第3 ステージ（　　）時間】
〈こんな学習をしてこんな力を！〉

【第1ステージ（　　）時間】
〈こんな学習をしてこんな力を！〉

【第2 ステージ（　　）時間】
〈こんな学習をしてこんな力を！〉


